
⑥ 施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）
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進行年度(R2年度)の取組内容
（課 題 解 決 状 況）

・子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点を一体的に運営し、妊娠期から子
育て期までの切れ目ない支援の充実を図っています。
・引き続き岡山県病児保育事業実施施設の相互利用に関する協定に参加。また、市立吉永病
院で病児・病後児保育施設を整備し、開設しています。
・子どもの居場所づくりに取り組む団体への支援を行います。

⑤ 市民意識調査による施策の評価・重点化

・子育て世代包括支援センター及び子ども家庭総合支援拠点を充実させるため、職員のスキ
ルアップと体制の強化を図っていきます。
・地域子育て支援拠点（利用者支援事業）の内容の充実を図っていきます。
・放課後児童クラブの運営充実を図るため、さらなる支援を行っていきます。
・子どもの貧困対策の推進のため、子どもの居場所づくりに取り組む団体への支援を拡充し
ます。

翌年度(R3年度)の取組目標

二次評価者コメント 子育て施策が市民意識調査において高い評価を得ていることを踏まえ、さ
らに子育て世代のニーズを検証した事業展開が必要と考えます。また、子
ども食堂、第三の居場所など子どもの居場所づくりへの支援の強化をお願
いします。あらゆる機会や媒体を捉えて、市内外へ向けての施策のＰＲに
努めてください。

基本施策への
貢献度

役職 保健福祉部長

4 やや高い氏名 眞野　なぎさ

3
＜施策の有効性＞
　指標分析、評価年度･ 中
長期の達成見込みは？

4

4
子育て世帯への支援のため、さまざまな施策（事務事業）を展開している。
「一時保育利用者数」は認定こども園の整備と保育料の無償化により待機児童が発生
し、増加している。「放課後児童クラブ登録児童数」は、年々増加傾向にあり、小学
校全児童数における割合も高くなってきており、施策の重要性が認められる。

④ 施策展開
孤立化や育児不安の解消（子育て支援拠点施設）

2
＜事業構成の適当性＞
　手段は最適か？ 4

子育て世帯に対する負担軽減と、地域における子育て支援を主眼に実施している本事
業は、次代を担う子どもたちが心身ともに健やかに成長するための事業であり、事業
構成は適正であると考える。

育児の援助（一時保育） 

（総合計画の施策
部分から、実施す
る施策を抽出）

少子化の進行や教育・保育ニーズが多様化するなか、今後も市民ニーズにあった施策
を実施していくことが必要である。

子育て世帯の負担軽減（出産祝金・子ども医療費）

子育てと仕事の両立支援（放課後児童クラブ、病児・病後児保育）

市民協働課 タクシーチケット交付
妊産婦に対するタクシーチケットの交付を検討することによ
り、出産に対する不安感の軽減が期待される。

（誰のために、何
のために） ⑧ 施策の評価

③ 現況と課題
女性の社会進出や核家族化が進み、地域のつながりが希薄化する中で、子どもの保育・教育へ
の保護者ニーズや価値観は多様化するとともに、基本的な生活習慣や社会性などの人間形成の基
本となる家庭の教育力が低下しています。
そうした中で、仕事と家庭の調和がとれる環境づくりや家庭教育の支援を進めるとともに、地域で子ど
もを守り育てていく環境づくりが求められています。

項　　　目 評価
5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）

（総合計画から現
在の問題点を抽
出） 1

＜成果指標の妥当性＞
　施策の目的・成果を表現
しているか？

実施主体 新規に必要な事業・連携が必要な事業 説明・期待される効果

基本計画（中項目）

＜備前市総合計画の内容から記載する＞
ベンチマーク 1,335 1,333 1,333 市内小学校全児童数（5.1現在）

将来を担う人材が育つまち
こども応援フェス
タ実行委員会

子育てイベントの開催
イベント等を通じて地域で子育てを応援・支援する機運を高
める。

実績 327 347 369 R2 350

－ －

⑦ 目標達成に必要な新規事業（施策構成事務事業以外の事業）及び連携させる他部署の事業

R2 1,900

参
考
指
標
④

放課後児童クラブ登録児童
数

目標 330 330 330
放課後児童クラブ登録児童数（3月末
現在）

ベンチマーク 5 5 5 市内子育て支援拠点の数

達成率 99.1 105.2 111.8 R4 350

R2 1,200

－

1,900 1,900 市内5か所の子育て支援拠点施設の1
か月あたり延べ利用人数（出張ひろ
ば除く）

ベンチマーク 875 848 848 （保・幼・こ）全園児数（3.1現在） －

達成率 117.8 136.5 116.5 R4 2,000

実績 2,238 2,593 2,214

参
考
指
標
③

子育て支援拠点施設延べ利
用数（１か月あたり）

目標 1,900

－
参
考
指
標
②

一時保育利用者数

目標 1,200 1,200 1,200
一時保育利用年間延人数（3園）
【幼児教育課】

達成率 53.3 96.7 182.4 R4 1,300

実績 640 1,160 2,189

60.0
ベンチマーク

50 50

70.0 76.0 100.0 R4 60

50

－

1～4歳までの児童を対象に1人3回ま
で無料で一時保育サービスが利用で
きる制度【幼児教育課】

実績 35 38 50 R2
達成率

実績

参
考
指
標
①

マイ保育園サポート登録者
数

子育て支援課長  中野　智子 (tel 64ｰ1853) 安心して子どもを産み育て
ることができると感じてい
る市民の割合（市民意識調
査） －

ベンチマーク －

目標 50

50.0 50.0

備　　前　　市　　施　　策　　評　　価　　シ　　ー　　ト
【令和2年度作成】

施　策　名
（小項目）

子育て不安の解消
目標値

H29 H30 R1
施策に対する成果指標名

単
位

過年度実績 評価年度 成果指標の計算式の説明
ベンチマークの説明

決算書
P110-113
P119-119

(款)3 民生費 (項)3 児童福祉費
  (目)1 児童福祉総務費,2 児童措置費,5 児童福
祉施設費

コード 01-01-04 作成者

この施策の
平成31年度の

施政方針

子育て不安の解消につきましては、子どもとその家庭及び妊産婦等を対象に、実情の把握・情報の
提供・相談全般を行う子ども家庭総合支援拠点と、妊産婦・乳幼児等に対して切れ目のない支援を
行う子育て世代包括支援センターを一体的に運営し、妊娠期から子育て期にわたるまでの様々な
ニーズに対し、総合的に相談支援を行えるよう体制強化を図ってまいります。
また、子育て中の親子が気軽に集える場として、地域子育て支援拠点の利用促進や内容の充実に努
めるとともに、子どもの生きる力を育むために、子ども食堂や居場所づくりを進めてまいります。

① 政策の体系
基本構想（大項目） 重点施策「教育」

② 対象と目的
次代を担う子どもが心身ともに健やかに成長するように。

この施策の
アピール
ポイント

児童虐待の防止（子ども家庭総合支援拠点）

子どもの貧困対策の推進（居場所づくり）

子どもを安心して産み育てる環境づくりを目指します。

50.0市民意識調査結果による数値未実施 40.4 未実施 R2
成
果
指
標

達成率 － 80.8 － R4

目標 50.0

203
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250 評価：2位/39施策中
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250 重点化：12位/39施策中

【分析】

重点化については、引き続き、これ

までの施策を継続し、また、ライフス

タイルの変化に伴う多様なニーズに

対応するための施策展開が必要と

考える。

【分析】

子育て施策が、39施策中2位に評価さ

れているということは、さまざまな施策

が市民に認知されてきている成果と言

える。

特に、子ども医療費の無料化に対して

評価が高い。


